
開 催 日 時

自治協議会名

司会者 　田山宏弥 報告者 　安本美栄子

参 加 人 数 30

　伊賀市議会議長　様

　　　　議会報告会実施要綱第１０条第１項の規定により提出します。

・市長発言（市議会ご乱心）について議会は毅然とした態度で対応すべきだ。

・地域で行方不明者が出た。捜索に有効な方策を考えてほしい。

平成２７年２月２７日

・公共下水道青山羽根地区の終末処理場の計画は行政側が出した計画だ。行政はきちっとした対

名

　応をとるべきだ。

　ので本当のことが聞いてもらえず、話がかみ合わなかった。効率ばかり考える手法は疑問だ。

・審議会、委員会などの数と委員一人当たりの報酬は。

・市の中心ばかり建物を建てて、地方の建物を削減する計画はおかしい。

・公共建物適正化計画に、阿保地区市民センターやたわらやが入っている。考えてほしい。

・合併時に「小さな本庁、大きな支所」と言われていたのに、現在支所は本庁からの連絡場所に

　なっている感じがする。どうなっているのか。

・公共建物適正化計画説明会に意見を述べた。パブコメや意見は全部ホームページにアップする

出 席 議 員
記録者 　森　正敏

【主な意見・提言等】

報　　告　　書
　平成２７年２月１７日（火）　１９時３０分 ～ ２１時３０分

　上田宗久、田山宏弥、森　正敏、安本美栄子

開 催 場 所 　阿保地区市民センター分館　阿保地区住民自治協議会

　と言っていたが、パソコンのできない人もいる。印刷をお願いする。

・（公共建物適正化計画）説明会でテーブルごとに分かれた話し合いは、他地区の人たちがいた

・債務負担行為の説明が分かりにくい。もっと計画と合わせて説明すべきだ。

・大学教授など伊賀市外の人が審議会などに多く入っている。もっと地元民を選ぶべきだ。

・自治会で空き家を調査中だが、古い市営住宅を含め、市で対策を考えてほしい。

　　　　　平成２６年度議会報告会４班

班長　　上田　宗久　



開 催 日 時

自治協議会名

・修理にしても、新築にしても交通アクセスなどで市街地活性化には繋がらない。

・コンクリートに亀裂が入り、水圧も弱く和式から洋式に変えたトイレがよく詰まる。電気配線

　にも余裕がない。この建物を残すのは疑問だ。

・有名な建築家の建物だが、１５億２千万円もかけて本当に直るのか疑わしい。現実的な対応を

　すべきで、改修には反対だ。

・もっと回数を増やしてほしい。

【主な意見・提言等】　「南庁舎の今後」について

　　　　報　　告　　書（別紙）

【主な意見・提言等】　「議会報告会のあり方」について

・今のままでよい。

　阿保地区住民自治協議会

　平成２７年２月１７日（火） 議会報告会４班


